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氏名（住所） 分野・学習内容

林
はやし

　俊
とし

春
はる

（中根子） 地球温暖化防止対策、環境問題（企業含）全般

酒
さか

勾
わ

　徹
とおる

（東和町東晴山） 環境共生型農業・生活

佐
さ

藤
とう

　巧
たくみ

（高木） 花栽培、ガーデニング、寄せ植え

高
たか

橋
はし

　文
ぶん

一
いち

（鍛治町） 資源リサイクル、廃棄物減量全般

菅
すが

原
わら

　唯
ただ

夫
お

（中北万丁目） ごみの減量・分別、リサイクル

佐
さ

野
の

　茂
しげる

（東和町南成島） リサイクル、バイオマス資源活用

髙
たか

橋
はし

　修
おさむ

（桜台） 自然観察（森林）、トレッキング

望
もち

月
づき

　達
たつ

也
や

（北湯口） 自然観察（ブナ）、自然・鳥獣保護、水生生物調査

佐
さ

藤
とう

　寛
かん

治
じ

（二枚橋町） 自然観察（川環境）、水生生物調査

大
だい

坊
ぼう

　章
あきら

（台） 自然観察（動植物、山野草）、野外活動指導

浅
あさ

沼
ぬま

　利
り

一
いちろう

郎（大迫町外川目） 自然観察（高山植物）、早池峰登山ガイド

菊
きく

池
ち

　幸
さち

子
こ

（石鳥谷町好地） 自然観察（山野草、早池峰の植物）

古
ふる

川
かわ

　英
えい

治
じ

（高木）
自然観察（動植物、野鳥）、環境問題(環境
汚染、マイクロプラスチック)

似
にた

内
ない

　功
のり

孝
たか

（上小舟渡） 自然観察（野鳥）、鳥獣保護

佐
さ

々
さ

木
き

　和
かず

彦
ひこ

（里川口町） 自然体験活動、宇宙

白
しら

畑
はた

　誠
せい

一
いち

（十二丁目） 自然体験活動（水辺の安全・環境指導）

佐
さ

藤
とう

　一
かず

紘
ひろ

（花城町） 森林（海岸林）の多面的機能（水・風・堆積・津波）

八
や

重
え

樫
がし

　理
よし

彦
ひこ

（大迫町外川目） 自然観察（高山植物、野鳥）

米
よね

澤
ざわ

　充
みつる

（石鳥谷町五大堂） 自然体験活動（水辺の安全・環境指導、水生生物）

髙
たかはし

橋　和
かずひさ

久（石鳥谷町南寺林） 自然体験活動（水辺の安全・環境指導）

佐
さ と う

藤　正
まさのり

規（南新田） 自然体験活動(水辺の安全・環境指導、水生生物)

わたしたちが環境マイスターです

環境マイスターを
派遣します

　環境マイスターとともに身近な自然と触れ合ったり

環境問題を理解したりすることで、豊かな環境を未来へ

守り、より良い環境づくりの輪を大きく育てましょう。

【問い合わせ】 本館生活環境課（☎41-3543)

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
環
境
に
つ
い
て
学

ぶ
際
に
、
内
容
に
応
じ
た
講
師（
環
境
マ
イ

ス
タ
ー
）を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
の
各
分
野
に
精
通
し
、
保
全
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
は

現
在
21
人
登
録
さ
れ
て
お
り
、
研
修
会
や

自
然
観
察
会
な
ど
に
出
向
い
て
、
皆
さ
ん

の
学
習
を
支
援
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
と
一
緒
に

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や
緑
化
活
動
な
ど
の
取

り
組
み
を
通
し
て
、
自
然
や
環
境
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

　地
域
団
体
・
子
ど
も
会
・
学
校
な
ど
、
５

人
以
上(

う
ち
半
数
以
上
が
花
巻
市
民
）の

団
体
が
行
う
環
境
学
習
会（
自
然
観
察
、

ご
み
減
量
、
温
暖
化
防
止
対
策
な
ど
）

■
料
金　

無
料

■
手
続
き
方
法

　「
講
師
派
遣
申
請
書
」に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
派
遣
を
希
望
す
る
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
、
本
館
生
活
環
境
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
学
習
後
は「
研
修
会
等
実
施
報
告

書
」を
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

申
請
書
は
、
本
館
生
活
環
境
課
に
備
え

付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
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　新型コロナワクチン接種について
お知らせします引き続き自己負担

はありません

　令和５年度も全ての人が自己負担なしで新型コロナワクチンを接種することがで

きます。ただし、時期ごとに接種を受けられる対象者が異なります。

12歳以上の人の接種１

◈�５月８日以降の接種［令和５年春・秋開始の接種］

　国では、令和６年度から新型コロナワクチンを、インフルエンザなどのワクチンと同

様に定期接種化することとしています。５月８日以降の新型コロナワクチン接種は、定

期接種化に向けて以下のとおり段階的に接種体制などを移行していきます。

接種時期
令和５年春開始の接種

（５月８日～８月31日）
令和５年秋開始の接種
（９月１日以降）

接種対象者

・65歳以上の高齢者
・�12～64歳の基礎疾患のある人
・医療従事者など

12歳以上の全ての人

使用するワクチン
オミクロン株対応ワクチン

（モデルナ社）
国において検討中

接種方法
・個別接種
・集団接種（80歳以上の人のみ）

個別接種

乗合送迎の対象者 集団接種会場で接種する80歳以上の人 実施なし

ワクチン接種の予約方法

・市コールセンター
・専用ウェブサイト
・LINE（ライン）アプリ

医療機関へ直接予約

オミクロン株対応ワクチンを接種済みの人も未接種の人も対象

　５月８日からは、これまでのオミクロン株

対応ワクチン接種の有無に関わらず、さらに

オミクロン株対応ワクチンを接種することが

可能になりました。５月８日～８月31日の期

間は、初回接種を終えた ▼65歳以上の人 ▼12

～64歳で基礎疾患のある人 ▼医療従事者など

－が対象となります。最終接種日から３カ月

以上の間隔をおく必要があります。

　64歳以下の基礎疾患のある人は届け出が必

要になりますので、これまでに接種を受ける

ため、市に基礎疾患を有することの届け出を

したことがない人は、15ページに記載の方法

で届け出をお願いします。

　また、９月１日以降は初回接種を終了した

12歳以上の全ての人が、さらに１人１回のワ

クチン接種を受けられる予定です。詳細が決

まり次第、広報はなまきや市ホームページで

お知らせします。

■�接種対象者は時期ごとに異なります

■�令和５年春・秋開始の接種に関する接種体制の移行イメージ（５月９日現在）

■�５月８日～８月31日の期間に接種可能な対象者には、予診票や予約案内を発送開始しました

　対象者には、４月下旬に予診票を送付しま

した。オミクロン株対応ワクチンを未接種の

人で未使用の予診票がある場合は送付しませ

んので、お手元の予診票をご使用ください。

紛失などにより再発行が必要な人は、市コー

ルセンター（☎0120-383-225）にご相談くださ

い。接種日程や予約方法を記載した予約案内

は、右記のとおり段階的に発送します。お手

元に届いた人から15ページの➊～➌のいずれ

かにより、予約手続きをお願いします。

予約案内発送時期 発送対象者

５月２日（火）～19日（金） 80歳以上の人
５月22日（月）～６月２日（金） 70～79歳の人

６月５日（月）～下旬

65～69歳の人、64歳以下で
基礎疾患があることの届
け出をした人

　市では、５月８日から医療従事者や高齢
者施設などの入居者および従事者への接種
を開始しています。それ以外の人の接種は
５月22日から順次開始します。


